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研究成果の概要（和文）：200 字

国際的な学術動向を踏まえた上で研究交流を推進し、国内外の研究者と協力関係を構築

した。最終年度には、中国の科挙学会「中華炎黄文化研究会科挙文化専業委員会」及び台

湾国家科学委員会研究計画「清代經典詮釋方法與理論的轉向」の協力を得て、2009 年８月

に北海道大学において、「科挙と中華伝統文化」を主題とする科挙学国際シンポジウムを

開催し、国内１０名国外２０名の科挙研究者を招聘し、科挙学の最新の研究成果を発表し

た。

研究成果の概要（英文）：
We based on the international trend of research and promoted study exchange .

We built a cooperative relationship with domestic and abroad researchers. Under
cooperation with China academic meeting of Chinese Kaju-examination system in
old-time "Zhonghua Yanhuang Wenhua Yanjiuhui’s Keju Wenhua Zhuanye
Weiyuanhui " and Taiwan Government Science Committee’s study plan " Qingdai
Jingdian juanshi fangfa yu lilun de zhuanxiang", we held The International
Conference on Imperial Examination System and Study of Imperial Examination in
2009 Sapporo. We invited 10 Japanese reserchers and 20 foreign researchers . We
announced the latest study results.
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特に国外において高まりを見せ始めている。

劉海峰氏が、「“科挙学”趨議」（『厦門大

学学報（哲学社会科学）』1992 年第 4 期）の

中で、「科挙学」という用語を用い始め、「科

挙文献与『科挙学』」（『台大歴史学報』第 32

期、2003 年）と題する論文の中でも、「現代

の『科挙学』は、中国と他の東アジア国家の

歴史上に存在した科挙制度とその運用の歴史

を研究対象とする専門の学術分野である」（同

論文 270 頁）として、「科挙学」を定義してい

る。劉氏が唱道する「科挙学」という言葉は、

田建栄「科挙学：理論・体系与方法」（『広

西大学学報（社科版）』2000 年第 2 号）、張

亜群「科挙学的文化視覚」（『厦門大学学報

（哲学社会科学）』2002 年第 4 号）などの如

く、論文の表題に一般的に使われており、近

年、国外では一つの学問分野として確立して

いる。2005 年 9 月には、厦門大学において最

初の「“科挙制与科挙学”国際シンポジウム」

が開催された。

海外の研究動向を踏まえると、日本国内に

おいても「科挙学」が一つの学問分野として

認知されつつあり、国外における研究の急速

な進展に対応するため、国内における研究基

盤の整備が急がれている。

２．研究の目的

本研究は、科挙制度が成立し、随時その制

度に対して変更が加えられることにより、中

国の文化がどのような影響を受けたのか、多

方面から解明することを目的とする。

３．研究の方法

科挙を機軸に据えた文化史研究の歴史が

浅いことに鑑み、国内及び海外の科挙な学

研究者と研究交流を進め、国際的な学術動

向を踏まえた科挙研究の国際的ネットワ

ーク協力関係を構築することを目指し、国

内外の中国学の発展に寄与する。

同時に、先行研究を整理して問題点を整理

すし、科挙関連文献の訳注を作成し、科挙制

度の運用面における実態と知識人がその中

で如何に対処したかを把握するために必要

な文献を広く利用しやすい形で提供するこ

とを目指す。また、八股文の学術的価値、試

験官の好みや採点基準、あるいは出題傾向の

変化など、これまであまり光が当てられなか

った要素に着目し、科挙の実態の究明を行な

う。

４．研究成果
研究代表者および研究分担者は、科挙学に

関する資料の収集に努め、科挙学研究者を擁
する海外の大学との学術交流を推進した。研
究代表者は、2008 年 9 月 20・21 日には学習
院大学東洋文化研究所・台湾大学哲学系・韓
国成均館大学哲学系が主催した「東アジアの
陽明学」国際シンポジウムに招聘され、科挙
の経学について資料収集し、研究発表を行う
と共に韓国、台湾、国内の研究者と中国近世
の科挙学について意見を交換した。また、研
究分担者は、2008 年 10 月 14･15 日には中国
天津市教育考試与評価研究所・北京大学歴史
文化研究所・厦門大学考試研究センター・中
国社会科学院歴史研究所が共同で主催した
第四回「科挙制と科挙学」国際学術シンポジ
ウムに招聘され、科挙学に関する研究発表を
行い、最新の研究動向と今後の研究交流につ
いて協議した。さらに、研究代表者および研究
分担者は、2008 年 11 月 23・24 日には中国北
京市で北京大学中国古文献研究中心が主催
した「中国経典文献詮釈芸術国際学術研討
会」に招聘され、科挙学の経学に関する資料
収集と研究発表を行い、中国、シンガポール、
台湾、米国の研究者と学術討論し、研究交流
を深めた。また、2008 年 11 月 29 日には二松
学舎大学で開催された『論語』に関するシン
ポジウムに参加し、国内の研究者との交流を
進めた。

研究の最終年度に当たり、研究代表者及び

研究分担者は、東北大学大学院文学研究科中

国文化学講座（代表：三浦秀一教授）と共同

して、中国の科挙学会である「中華炎黄文化

研究会科挙文化専業委員会」（代表：北京大

学歴史系張希清教授）及び台湾国家科学委員

会研究計画「清代經典詮釋方法與理論的轉

向」（代表：台湾大学鄭吉雄教授）の協力を



得て、2009 年８月 8月 27 日（木）・28日（金）

に、北海道大学百年記念會館及び人文社會科

學總合教育研究棟において、「科挙と中華伝

統文化」を主題とする科挙学国際シンポジウ

ム―第５回「科挙制と科挙学」シンポジウム

―を主催し、中国から１５名、台湾から５名、

日本から１０名、韓国から１名の科挙研究者

を招聘し、科挙学の最新の研究成果を発表し

てもらうと同時に、今後の研究協力について

協議した。本シンポジウムの報告内容は、北

海道大学中国文化論講座（代表：佐藤錬太郎）

編集『國際科擧研討會―第五届科擧與科擧學

研討會―報告論文集』（2009 年８月２６日発

行、中国語 A４版４３４頁）に記載の通りで

ある。本研究により国内及び海外の科挙学研

究者との研究交流が進捗し、国際的な学術動

向を踏まえた科挙研究の国際的連絡と協力

関係を構築することができた。また、学術交

流を通じて、科挙制度史のみならず、科挙と

思想（特に経学）、文学、歴史、社会学、教

育史などとの関わりに関する新たな知見が

得られ、科挙学に関する研究水準を高めたと

いう内外の評価を得た。

５．主な発表論文等
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